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昨
年
３
月
に
急
逝
し
た
、
日
本
共
産
党

前
静
岡
県
委
員
長
・
前
中
央
幹
部
会
委
員

の
山
村
糸
子
さ
ん
を
偲
ぶ
会
が

15

日
、

静
岡
市
内
で
開
か
れ
ま
し
た
。
森
大
介
委

員
長
が
あ
い
さ
つ
し
、
「
遺
志
を
引
き
継

ぎ
、
県
内
の
同
志
を
皆
さ
ん
と
強
く
大
き

な
県
党
を
作
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。 

来
賓
の
県
市
民
連
合
事
務
局
長
の
小

市
議
選
勝
利
で
総
選
挙
も 

志
摩
市
演
説
会 

も
と
む
ら
氏 

 

党
南
部
地
区
委
員
会
と
志
摩
市
委
員

会
は

13

日
、
志
摩
市
議
選
（

10

月
５
日

告
示
、
同

12

日
投
票
、
定
数

16

、
２
減
）

勝
利
を
め
ざ
す
演
説
会
を
開
き
、
も
と
む

ら
伸
子
衆
院
議
員
が
訴
え
ま
し
た
。 

 

再
選
を
め
ざ
す
森
光
子
候
補
（

67

）

は
、
小
中
学
校
給
食
無
償
化
や
、
子
ど
も

の
医
療
費
窓
口
無
料
と

18

歳
ま
で
の

拡
大
、
生
理
用
品
を
学
校
ト
イ
レ
に
設
置

な
ど
を
実
現
。
森
候
補
は
介
護
保
険
料
・

国
民
健
康
保
険
税
の
引
き
下
げ
な
ど
「
市

民
の
願
い
を
実
現
す
る
た
め
に
頑
張
り

ま
す
」
と
表
明
し
ま
し
た
。 

も
と
む
ら
氏
は
「
歴
史
的
岐
路
の
中
、

市
議
選
で
も
必
ず
勝
利
し
、
総
選
挙
で
も

日
本
共
産
党
を
伸
ば
し
て
ほ
し
い
」
と
訴

え
ま
し
た
。 

ま
た
、
８
月
の
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
地
震
の

津
波
に
よ
る
カ
キ
養
殖
の
被
害
に
つ
い

医
療
や
公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス
に
困
っ

て
い
る
地
域
が
あ
る
」
と
バ
ス
の
運

行
改
善
や
タ
ク
シ
ー
券
助
成
、
診
療

所
問
題
に
引
き
続
き
取
り
組
み
た
い

と
訴
え
ま
し
た
。 

も
と
む
ら
伸
子
衆
院
議
員
が
応
援

に
駆
け
付
け
、
同
氏
が
「
住
民
の
声
を

よ
く
聞
き
実
現
に
努
力
し
て
き
た
」

と
の
べ
支
持
を
訴
え
ま
し
た
。 

 ●
岐
阜
県
議
補
選
・
岐
阜
市
区
（
定
数

２
、
立
候
補
４
人
）
が

12

日
、
告
示

（

21

日
投
票
）
さ
れ
、
日
本
共
産
党

の
は
た
の
純
子
氏
（

43

）
＝
新=

が

県
議
２
議
席
目
を
め
ざ
し
ま
す
。 

 

 

は
た
の
候
補
は
、「
立
派
な
岐
阜
県

庁
は
建
っ
た
け
れ
ど
も
県
民
の
暮
ら

し
は
物
価
高
騰
で
苦
し
い
ま
ま
。
さ

ら
に
、
高
校
生
が
使
う
タ
ブ
レ
ッ
ト

を
自
己
負
担
に
し
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
国
が
応
援
し
な
い
ん
だ
っ
た
ら

県
が
や
る
。
そ
ん
な
県
政
に
変
え
た

い
」
と
訴
え
ま
す
。 

も
と
む
ら
伸
子
衆
院
議
員
が

14

日
、
応
援
に
駆
け
付
け
ま
し
た
。 

●
本
巣
市
議
選
（
定
数

16

、
立
候

補

19

人
）
が

14

日
告
示
さ
れ
、
日

本
共
産
党
の
沢
村
ひ
と
し
氏
（

74

）

=

現=

が
３
期
目
を
目
指
し
ま
す 

沢
村
氏
は
、
二
度
と
戦
争
を
起
こ

さ
せ
な
い
た
め
に
と
中
学
２
年
生

全
員
の
広
島
研
修
を
求
め
、
実
現
し

ま
し
た
。 

ま
た
、「
市
内
で
地
域
差
が
あ
り
、

長
谷
保
弁

護
士
、
立

憲
民
主
党

県
総
支
部

連
合
代
表

補
佐
の
曳

田
卓
県
議

か
ら
故
人

山
村
前
静
岡
県
委
員
長
を
偲
ぶ
会 

 
田
村
委
員
長 

も
と
む
ら
、
井
上
氏
ら 

【山村さんの略歴 「偲ぶ会」しおりから抜粋】 

1950 年、茨城県の専業農家に生まれる。1966
年、民青同盟に加盟、1970 年、労農問題研究所
に入所、日本共産党に入党。1974 年、農林省勤
務の山村欽一郎さんと結婚、1977 年、夫の実
家、島田市に転居、３人の子育てをしながら新
婦人などで活動。1980 年、党中部地区委員会の
専従になる。1983 年、32 歳で県議選島田市選
挙区に立候補。1990 年、県委員会の常任委員。
2000 年から同副委員長、書記長。2009 年、前
任者の急逝により県委員長を引き継ぐ。2010

年党中央委員、2017 年以降、党幹部会委員 

岐
阜
・
本
巣
市
議
選
、
県
議
補
選
・
岐

と
の
交
流
の
話
が
語
ら
れ
ま
し
た
。 

日
本
共
産
党
の
田
村
智
子
委
員
長
は
第

29

回
党
大
会
で
の
山
村
さ
ん
の
発
言
を

紹
介
し
、「
党
大
会
決
定
と
中
央
委
会
総
会

て
、
現
地
を
調

査
し
、
国
に
支

援
を
求
め
た

こ
と
や
活
用

で
き
そ
う
な

支
援
策
に
つ

い
て
紹
介
し

ま
し
た
。 

 

決
定
に
困
難
を

乗
り
越
え
る
カ

ギ
が
あ
る
と
い

う
姿
勢
を
貫
い

た
人
で
し
た
」

と
振
り
返
り
ま

し
た
。 

 

も
と
む
ら
伸

子
衆
院
議
員
、

井
上
さ
と
し
前

参
院
議
員
を
は

じ
め
、
運
動
団

体
の
代
表
や
現
・
元
地
区
委
員
長
、
現
・

元
地
方
議
員
ら
が
故
人
と
の
思
い
出
を

語
り
合
い
ま
し
た
。 


